
岩手大学教養教育規則 
 

平成１６年４月１日 制  定 
令和４年２月２４日 最終改正 

 
（趣旨） 

第１条 国立大学法人岩手大学学則（以下「学則」という。）第３６条第４項の規定に基づき、教
養教育及び共通教育に関し必要な事項を定める。 

 
（授業科目の区分） 

第２条 教養教育科目は、実践知科目、技法知科目及び学問知科目により構成され、次のとおり区
分する。 

 

実践知科目 転換教育科目、地域関連科目（地域課題演習科目）  

技法知科目 外国語科目、健康・スポーツ科目、情報科目 

学問知科目 
文化科目、社会科目、自然＆科学技術科目、環境科目、地域関連科目（地
域科目） 

 
２ 共同獣医学科の共通教育科目（以下「共通教育科目」という。）は、大学教育導入科目群、ス

ポーツ健康科目群、外国語科目群、人文社会科学科目群、理数系基盤科目群及び配置大学特色科
目群により構成され、次のとおり区分する。 

 

大学教育導入科目群 基礎ゼミナール 

スポーツ健康科目群 スポーツ健康・基礎、スポーツ健康・発展 

外国語科目群 基盤英語 

人文社会科学科目群 哲学、倫理学、憲法、経済学、社会学、心理学、歴史学、政治学 

理数系基盤科目群 生物学、化学、細胞学、情報学 

配置大学特色科目群 外国語アドバンス、持続可能な環境・社会、理数系アドバンス 

 
（授業科目及び単位数） 

第３条 教養教育科目として開設する授業科目及び単位数は、別表１－１のとおりとする。 
２ 共通教育科目として開設する授業科目及び単位数は、別表１－２のとおりとする。 
 
（修得すべき単位数） 

第４条 教養教育科目に関し、学生が修得すべき単位数は、別表２－１のとおりとする。 
２ 共通教育科目に関し、学生が修得すべき単位数は、別表２－２のとおりとする。 
３ 学生は、第１項又は第２項の定めにより授業科目を履修し、所定の単位を修得しなければなら
ない。 
 

（単位の計算基準） 
第５条 授業科目の単位の計算基準は、学則第３８条によるものとする。 
 

（授業時間割等の公示） 
第６条 授業科目、時間数及び担当教員名は、各学期の開始までに公示する。 
 

（履修授業科目の届け出） 
第７条 学生は、履修しようとする授業科目名を各学期当初の指定期間内に届け出なければならな

い。 
２ 学期の途中から開講する授業科目については、その都度前項の届け出をすることができる。 
３ 前２項の届け出をしない者は、単位の認定を受けることができない。 
４ 第１項及び第２項の届け出の後は、履修取り消しを認める指定期間を除き、授業科目を変更す

ることができない。 
 

（試験） 
第８条 試験は、各学期末に行う。ただし、授業科目によっては、学期中に随時行うことがある。 
 
（成績の評価） 

第９条 履修授業科目の成績は、各授業の担当教員が学習状況、出席状況、学習報告及び試験等に



よって評価する。 
２ 成績は、秀、優、良及び可を合格、不可を不合格とする。 
 

（雑則） 
第１０条 この規則に定めるもののほか、教養教育に関する事項は、岩手大学教育推進機構会議が

別に定める。 
 
 

附 則 
この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

 
附 則 

１ この規則は、平成１７年６月２３日から施行し、平成１７年４月１日から適用する。 
２ 改正後の別表２中「岩手大学ミュージアム学」及び「岩手大学論」に係る規定は、平成１７年

度入学者から適用し、「現代社会と著作権」に係る規定は平成１２年度入学者から適用する。 
 
 

附 則 
この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 
 

附 則 
１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 
２ この規則は、平成１８年度入学者から適用し、平成１７年度以前の入学者については、なお従

前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 
２ この規則は、平成１９年４月１日以降の入学者から適用し、平成１９年３月３１日以前の入学

者については、なお従前の例による。 
３ この規則の編入学者への適用は、当該編入学者が属する年次の学生と同様に取り扱うものとす

る。 
 

附 則 
（施行期日） 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 
（経過措置） 

２ この規則は、平成１９年４月１日以降の入学者から適用し、平成１９年３月３１日以前の入学
者については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、改正後の別表１中「男女共同参画の実践を学ぶ」、「都市の自然再
生プランニング」、「高年次課題科目特別講義Ⅰ」、「高年次課題科目特別講義Ⅱ」及び「知財
ワークショップ」は平成１６年度入学者から適用する。 

 
附 則 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行し、平成２０年度入学者から適用する。 
２ 改正後の別表１中「持続可能なコミュニティーづくり実践学」、「地元の企業に学ぶＥＳＤ」、

「地場産業・企業論」、「北上川流域学実習」及び「津波の実際から防災を考える」は平成１７
年度入学者から適用する。 

 
附 則 

（施行期日） 
１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

（経過措置） 
２ この規則は、平成２１年度入学者から適用し、平成２０年度以前の入学者については、なお従

前の例による。 
３ 前項の規定にかかわらず、改正後の別表１中「環境都市盛岡づくりプロジェクト」及び「社会

のなかの法律問題を考える」は平成１６年度入学者から適用する。 
 

附 則 
（施行期日） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 



（経過措置） 
２ この規則は、平成２２年度入学者から適用し、平成２１年度以前の入学者については、なお従

前の例による。 
３ 前項の規定にかかわらず、改正後の別表１中「環境マネジメント実践学」は平成１９年度入学

者から適用する。 
 

附 則 
（施行期日） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 
（経過措置） 

２ この規則は、平成２３年度入学者から適用し、平成２２年度以前の入学者については、なお従
前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、改正後の別表１中「日本の文化・社会と国際ボランティア」は平成
１９年度入学者から適用する。 

 
附 則 

 （施行期日） 
１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 
 （経過措置） 
２ この規則は、平成２４年度入学者から適用し、平成２３年度以前の入学者については、なお従
前の例による。 

 
附 則 

 （施行期日） 
１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 
 （経過措置） 
２ この規則は、平成２５年度入学者から適用し、平成２４年度以前の入学者については、なお従

前の例による。 
３ 前項の規定にかかわらず、改正後の別表１中「異文化理解と実践」は平成２３年度入学者から

適用する。 
 

附 則 
 （施行期日） 
１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 
 （経過措置） 
２ この規則は、平成２６年度入学者から適用し、平成２５年度以前の入学者については、なお従

前の例による。 
 

附 則 
 （施行期日） 
１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 
 （経過措置） 
２ この規則は、平成２７年度入学者から適用し、平成２６年度以前の入学者については、なお従
前の例による。 

 
   附 則 
１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
２ この規則は、平成２８年度入学者から適用し、平成２７年度以前の入学者については、この規

則改正前の岩手大学全学共通教育規則の例による。 
 
   附 則 
１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
２ この規則は、平成２８年度入学者から適用し、平成２７年度以前の入学者については、この規

則改正前の岩手大学全学共通教育規則の例による。 
 
   附 則 
１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 
２ この規則は、平成３０年度入学者から適用し、平成２９年度以前の入学者については、なお従

前の例による。 
 



 
   附 則 
 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
２ この規則は、令和２年度入学者から適用し、令和元年度以前の入学者については、なお従前の

例による。 
 

附 則 
 この規則は、令和２年１０月１日から施行する。 
 

 附 則 
１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
２ この規則は、令和３年度入学者から適用し、令和２年度以前の入学者については、なお従前の

例による。 
 

 附 則 
１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ この規則は、令和４年度入学者から適用し、令和３年度以前の入学者については、なお従前の
例による。 

 

  



別表１－１ 
教養教育科目として開設する授業科目及び単位数 

 
一 実践知科目 

区     分 授 業 科 目 単位数 

転換教育科目 基礎ゼミナール  １ 

地域関連科目 地域課題演習科目 地域マネジメント課題演習 

地域防災課題演習 

地域グローバル課題演習 

地域クリエイト課題演習 

２ 

２ 

２ 

２ 
 
二 技法知科目 

区 分 授 業 科 目 単位数 

外国語科目 英 語 英語総合Ⅰ（上級） 

英語総合Ⅱ（上級） 

英語総合Ⅰ（中級） 

英語総合Ⅱ（中級） 

英語総合Ⅰ（初級） 

英語総合Ⅱ（初級） 

英語コミュニケーションⅠ（上級） 

英語コミュニケーションⅡ（上級） 

英語コミュニケーションⅠ（中級） 

英語コミュニケーションⅡ（中級） 

英語コミュニケーションⅠ（初級） 

英語コミュニケーションⅡ（初級） 

英語基礎 

英語発展Ａ 

英語発展Ｂ 

英語発展Ｃ 

英語発展Ｄ 

英語発展Ｅ 

英語発展Ｆ 

英語発展Ｇ 

英語発展Ｈ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

英語以外の外国語 初級ドイツ語（入門） 

初級ドイツ語（発展） 

中級ドイツ語 

初級フランス語(入門) 

初級フランス語(発展) 

中級フランス語 

初級ロシア語(入門) 

初級ロシア語(発展) 

中級ロシア語 

初級中国語（入門） 

初級中国語（発展） 

中級中国語 

初級韓国語（入門） 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  初級韓国語（発展） 

中級韓国語 

１ 

１ 



日本語 上級日本語Ａ 

上級日本語Ｂ 

上級日本語Ｃ 

上級日本語Ｄ 

上級日本語Ｅ 

上級日本語Ｆ 

上級日本語Ｇ 

上級日本語Ｈ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

健康・スポーツ科目 健康・スポーツＡ 

健康・スポーツＢ 

健康・スポーツＣ（シーズン) 

１ 

１ 

１ 

情報科目 情報基礎 ２ 
 

三 学問知科目 

区 分 授 業 科 目 単位数 

文化科目 

 

哲学の世界 

倫理学の世界 

日本の思想と文化 

アジアの思想と文化 

欧米の思想と文化 

日本の歴史と文化 

アジアの歴史と文化 

欧米の歴史と文化 

ジェンダーの歴史と文化 

女性と科学の関係史 

大学の歴史と現在 

岩手大学ミュージアム学 

心の理解 

日本の文学 

言葉の世界 

中国の文学 

欧米の文学 

欧米の言語論 

芸術の世界 

日本語表現技術入門 

図書館への招待 

コミュニケーションの現在 

心と表象 

日本事情Ａ 

日本事情Ｂ 

英語で学ぶ日本の文化 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

社会科目 市民生活と法 

憲法 

経済のしくみ 

現代社会と経済 

市民と政治 

現代政治を見る眼 

社会的人間論 

現代社会の社会学 

地域と生活 

地域と社会 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 



対人関係の心理学 

知的財産入門 

知財ワークショップ 

キャリアを考える 

ボランティアとリーダーシップ 

現代の諸問題 

公共社会 

多文化コミュニケーションＡ 

多文化コミュニケーションＢ 

キャリアデザイン実践 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

自然＆科学技術科目 生命のしくみ 

自然のしくみ 

自然と数理 

数理のひろがり 

宇宙のしくみ 

物質の世界 

自然と法則 

自然と数理の世界 

自然の科学 

科学と技術の歴史 

くらしと科学技術 

科学技術 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

環境科目 「環境」を考える 

生活と環境 

都市と環境 

地球環境と社会 

水と環境 

廃棄物と環境 

植物栽培と環境テクノロジー 

森林と環境 

動物と環境 

人の暮らしと生物環境 

環境の科学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

地域関連科目 地域科目 現代社会をみる視角 

岩手の研究 

環境マネジメント実践学 

宮沢賢治の世界 

危機管理と復興 

持続可能なコミュニティーづくり実践

学 

地元の企業に学ぶＥＳＤ 

地場産業・企業論 

三陸の研究 

自然災害と社会 

東北の歴史 

地域を考える 

地域と国際社会 

海外研修－世界から地域を考える－ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

別表１－２ 



共通教育科目として開設する授業科目及び単位数 
 

一 大学教育導入科目群 

区 分 授 業 科 目 単位数 

基礎ゼミナール 基礎ゼミナール １ 
 
二 スポーツ健康科目群 

区 分 授 業 科 目 単位数 

スポーツ健康・基礎 健康・スポーツＡ １ 

スポーツ健康・発展 健康・スポーツＢ １ 
 
三 外国語科目群 

区 分 授 業 科 目 単位数 

基盤英語 英語総合Ⅰ 

英語総合Ⅱ 

英語コミュニケーションⅠ 

英語コミュニケーションⅡ 

英語総合Ⅲ 

英語コミュニケーションⅢ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 
四 人文社会科学科目群 

区 分 授 業 科 目 単位数 

哲学 哲学の世界 ２ 

倫理学 倫理学の世界 ２ 

憲法 憲法 ２ 

経済学 経済のしくみ ２ 

社会学 現代社会の社会学 ２ 

心理学 心の理解 ２ 

歴史学 日本の歴史と文化 ２ 

政治学 市民と政治 ２ 
 
五 理数系基盤科目群 

区 分 授 業 科 目 単位数 

生物学 生物学 ２ 

化学 化学 ２ 

細胞学 獣医細胞生物学 ２ 

情報学 情報基礎 ２ 
 
六 配置大学特色科目群 

区 分 授 業 科 目 単位数 

外国語アドバンス 初級ドイツ語（入門） 

初級ドイツ語（入門） 

初級ドイツ語（発展） 

初級ドイツ語（発展） 

初級フランス語（入門） 

初級フランス語（入門） 

初級フランス語（発展） 

初級フランス語（発展） 

初級中国語（入門） 

初級中国語（入門） 

初級中国語（発展） 

初級中国語（発展） 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 



初級韓国語（入門） 

初級韓国語（入門） 

初級韓国語（発展） 

初級韓国語（発展） 

１ 

１ 

１ 

１ 

持続可能な環境・社会 くらしと科学技術 

水と環境 

動物と環境 

生活と環境 

人の暮らしと生物環境 

欧米の思想と文化 

市民生活と法 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

理数系アドバンス 総合フィールド科学 

総合フィールド科学実習 

生命のしくみ 

自然のしくむ 

物理学入門 

線形代数学入門 

微分積分学入門 

生物統計学 

基礎化学実験 

基礎生物学実験 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 
 



別表２－１

教養教育科目に関する修得すべき単位数

１
（基礎ゼミ
ナール）

１ ８ ２
注３

２ １２ ６ ６ ４ ２ ２０

上限 ２ １ ４ ４ ４ ２

１
（基礎ゼミ
ナール）

１ ４ ２
注３

２ １２ ２
４

※憲法２単
　位を含む

２ ２ １２

上限 ２ １ ２ ２ ２ ２

１
（基礎ゼミ
ナール）

１ ８
１

(健康・ス
ポーツＡ)

２ １１ ４ ４ ２ ２ １４

上限 ２ １ ２ ２ ２ ２

１
（基礎ゼミ
ナール）

１ ８ ２
注３

２ １２ ６ ６ ２ ２ １８

上限 ２ １ ２ ２ ２ ２ ２

注１　英語、英語以外の外国語及び日本語の組合せから選択すること。

　　　また、課外科目として「英語基礎　１単位」を認定するが、修得すべき単位数には含めない。

　　　なお、選択科目は英語発展Ａ～Ｈが対象となる。

注２　外国人留学生に限る。

注３　健康・スポーツＡを含む。

注４　各学部で定める選択科目の修得すべき単位数には、「いわて５大学単位互換に関する協定」及び「北東北国立３大学における単位互換に関する協定」

　　に基づき、他大学で取得した教養教育に相当する科目を含めることができる。

注５　課外科目として「コミュニティーサポート実習　１単位」を認定するが、修得すべき単位数には含めない。

３１

選択
５

２

農学部

植物生命科学科
応用生物化学科
森林科学科
食料生産環境学
科
動物科学科

必修
　英語８、他０
　英語４、他４

２

３５

選択
４

２

化学・生命理工
学科
物理・材料理工
学科
システム創成工
学科

必修
　英語８、他０
　英語４、他４

４３

選択
１０

４

教育学
部

学校教育教員養
成課程 必修 ４ ２

２７

選択
２

２

人文社
会科学
部

人間文化課程
地域政策課程 必修

　英語８、他０
　英語４、他４
　英語０、他８

２

学問知
科目・
実践知
科目
（地域
関連科
目）修
得単位
数計

転換教
育科目

転換教
育科目
修得単
位数計

英語
英語以
外の外
国語

日本語
　注２

地域科
目

地域課
題演習
科目

健康・
スポー
ツ科目

情報科
目

技法知
科目修
得単位
数計

文化科
目

社会科
目

２
理工学
部

自然＆
科学技
術科目

環境科
目

地域関連科目

学部 学科・課程

教　養　教　育　科　目

実践知科目 技法知科目 学問知科目 実践知科目

教養教
育科目
修得単
位数計

転換教育科目 外国語科目　　注１



別表２－２

共通教育科目に関する修得すべき単位数

基礎ゼ
ミナー
ル

大学教
育導入
科目群
修得単
位数計

スポー
ツ健
康・基
礎

スポー
ツ健
康・発
展

スポー
ツ健康
科目群
修得単
位数計

基盤英
語

外国語
科目群
修得単
位数計

哲学、
倫理
学、憲
法、経
済学、
社会
学、心
理学、
歴史
学、政
治学
注１

人文社
会科学
科目群
修得単
位数計

生物学 化学 細胞学 情報学

理数系
基盤科
目群修
得単位
数計

外国語
アドバ
ンス

持続可
能な環
境・社
会

理数系
アドバ
ンス

配置大
学特色
科目群
修得単
位数計

必修 １ １ １ ６ ２ ２ ２ ２

４ ２以上 ６以上

注１　各区分２単位まで修得することができる。
注２　課外科目として「コミュニティーサポート実習　１単位」を認定するが、修得すべき単位数には含めない。

４４１７ １７
１０

配置大学特色科目群

農学部 共同獣医学科 １ ２ ６ １０ ８
選択

学部 学科

共　通　教　育　科　目

大学教育導入
科目群

スポーツ健康科目群 外国語科目群
人文社会科学
科目群

理数系基盤科目群

共通教
育科目
修得単
位数計


